
                     

評価技術企画ワーキンググループの今後の進め方について（案） 

 

 

１ 開催頻度 

数か月に１回程度開催する。適宜、勉強会等を実施する。 
 
２ 議事案 

○ (Q)SAR 

・(Q)SARデータベースの整備方針 

・食品安全のリスク評価における(Q)SARの活用方策 

・ケーススタディの蓄積 

・評価ガイダンスの検討 

 

○ BMD 法 

・評価ガイダンスの検討 

・食品安全のリスク評価における BMD法の活用方策  

・ケーススタディの蓄積 

 

○ その他 

・遺伝毒性発がん物質の評価方法 

・食中毒菌の定量評価に資する評価技術（予測微生物学等） 

・食品由来の疾病負荷に関する定量指標（DALYs等） 

・ばく露量をより正確に推定するための評価方法（モンテカルロ・シミュレーシ

ョン等）                         

・再生医療技術を活用した動物用医薬品の評価方法 

 他 
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